
③介護福祉士

受験

新制度における、これからの介護職の進む道と考察

②実務者研修（４５０H＋痰吸引等演習）

無資格
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※実技試験免除

①初任者研修（１３０Ｈ）

痰の吸引等の実地研修

多くのスクールは下記通信制採用

通信学習 ４０．５Ｈ

通学学習 ８９．５Ｈ

現場実習 ０．０Ｈ

ほぼ全てのスクールでは

通信学習 ４０５Ｈ（介護技術も通信）

通学学習 ４５Ｈ（介護過程Ⅲのみ）

痰の吸引等演習 １０～１５Ｈ程度

現場実習 ０Ｈ

ほぼ全てのスクールでは

通信学習 ２７５Ｈ（介護技術免除）

通学学習 ４５Ｈ（介護過程Ⅲのみ）

痰の吸引等演習 １０～１５Ｈ程度

現場実習 ０Ｈ

サ責任用資格

介護職員基礎研修（５００Ｈ）

無資格

ヘルパー１級(２３０H)

無資格

ヘルパー２級(１３０H)

（従来の介護保険法での資格制度）

サ責任用資格

サ責任用資格

最大１２時間程度の通学
学習を減らして現場見学
に充てるケースもあり。

現場実習 ３０Ｈ

現場実習 ８４Ｈ

現場実習 １４０Ｈ

受験

通学制の場合は１３０Ｈ通学

介護職の質の向上を目的とする新資格制度ですが、従来の研修体系で必須だった現場実習が事実上廃止されました。
また資格講座の運用面では、地方の方も上位の資格を取得できるようにと、通学時間がかなり少なく抑えられました。

（Ｈ２５年度以降の資格制度）

在宅介護の重要職であるサービス提供責任者（サ責）の任用資格が介護職員基礎
研修資格から実務者研修資格に移行しています。が、果たして、質の向上が図ら
れたのでしょうか？Ｈ25年3月までの資格や勉強内容と4月以降のものとじっくり見

比べてみてください。明らかに質の低下を招く恐れがあり、改善が必要に思われま
す。また初任者研修の段階では今回廃止となった現場実習の復活が望まれます。

H25年3月まで

の制度

H25年4月以降

の制度

在宅介護職の必須資格

在宅介護職の必須資格


